■　景観形成基準チェックシート（建築物の建築等及び工作物の建設等）

	届出者の氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	

	項　　目
	基　　準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	※適否
	※意　　見

	１

共

通

事

項

	基本事項
	行為を行う場合は、県土景観の骨格をなす山河（月山や最上川など）の保全及び調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	周辺景観

との調和
	地域を特徴づける自然景観を有する地域では、これと調和するよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	田園地域では、周辺景観から著しく突出した印象を与えないよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	市街地では、周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みと調和した高さ、位置、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	歴史的な遺産や街並みを有する地域では、建築物又は工作物が地域全体としてまとまりのある高さ、位置及び形態意匠に配慮すること。
	
	適・否
	

	２

個

別

事

項
	(1)

建

築

等

及

び

建

設

等
	位

置
	行為を行う場所の選定に当たっては、自然や歴史的・文化的遺産等、地域の良好な景観資源を保全するとともに、道路等の公共空間からの眺望を妨げない位置とするよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	規

模
	地域の景観特性を考慮し、周辺景観に出来る限り影響を与えない規模とするよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	外

観
	地域の景観特性を考慮し、周辺景観と調和した形態及び意匠に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	眺望景観の保全
	都市計画区域外の土地又は都市計画区域内で用途地域の指定のない土地の区域（以下「白地地域等」という。）における建築物及び工作物は、保全対象の眺望景観（別表第２に掲げる眺望景観をいう。以下「保全対象眺望景観」という。）における視点からの主対象の眺めを著しく阻害しないこと。

また、建築物及び工作物の高さは、視点と主対象の上端を結ぶ面（以下「眺望面」という。）を超えないようにすること。

やむを得ず眺望面を超える場合は、当該建築物及び工作物の位置、形態意匠を保全対象眺望景観全体と調和のとれたものとすること。
	主対象名

視点の位置　　緯度

（※）　　　　経度

　　　　　　　標高

主対象～視点間距離

主対象～視点標高差

建築物等～視点間距離

建築物等の高さ

※主対象から建築物等へ結んだ線のうち最も眺望へ影響の大きい線を延長して視点となる道路と交差する点
	適・否
	

	
	
	色

彩
	建築物等の基調色（ベースカラー。以下「基調色」という。）は、日本色研配色体系で定める高彩度のディープ（濃い）トーン、蛍光色以外の色彩とすること。

多色や強調色（アクセントカラー）を使用する場合は、その数、色彩相互の調和及びバランスに配慮すること。
基調色は、日本色研配色体系で定める高彩度のビビッド（さえた）トーン、ブライト（明るい）トーン、ストロング（強い）トーン以外の色彩とすること。

基調色に無彩色を使用する場合は、明度が1.5を超える色彩とすること。

ただし、建築物の建築や工作物の建設を、伝統的な意匠や構法により行う場合はこの限りでない。

※基調色とは、使用面積が最大の色をいう。
	（東面）

　基調色　　：トーン記号　　　　　　
　その他の色：トーン記号　　　　　　
　　　　　　　トーン記号　　　　　　

（西面）

　基調色　　：トーン記号　　　　　　
　その他の色：トーン記号　　　　　　
　　　　　　　トーン記号　　　　　　

（南面）

　基調色　　：トーン記号　　　　　　
　その他の色：トーン記号　　　　　　
　　　　　　　トーン記号　　　　　　

（北面）

　基調色　　：トーン記号　　　　　　
　その他の色：トーン記号　　　　　　
　　　　　　　トーン記号　　　　　　


	適・否
	

	
	
	
	地域の特性又は周辺の建築物及び工作物との連続性を考慮して、周辺景観と調和した色彩とするよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	そ

の

他
	敷地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、保存又は移植するよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	
	一つの敷地に複数の建築物、工作物、屋外駐車場等を設ける場合は、施設間の調和及び施設全体と周辺景観との調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	
	建築物の内部に掲出する広告物が屋外から望見できる場合は、周辺景観と調和するよう掲出場所及び掲出方法に配慮すること。
	
	適・否
	


注　※印の欄は、記入しないでください。
■　景観形成基準チェックシート（開発行為及び土地の形質の変更）

	届出者の氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	


	項　　目
	基　　準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	※適否
	※意　　見

	１

共

通

事

項

	基本事項
	行為を行う場合は、県土景観の骨格をなす山河（月山や最上川など）の保全及び調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	周辺景観

との調和
	地域を特徴づける自然景観を有する地域では、これと調和するよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	田園地域では、周辺景観から著しく突出した印象を与えないよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	市街地では、周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みと調和した高さ、位置、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	歴史的な遺産や街並みを有する地域では、建築物又は工作物が地域全体としてまとまりのある高さ、位置及び形態意匠に配慮すること。
	
	適・否
	

	２

個

別

事

項
	(2)

開

発

行

為

及

び

土

地

の

形

質

の

変

更
	方

法
	現況の地形を可能な限り活かし、長大な法面や擁壁が生じないよう配慮すること。

やむを得ず法面や擁壁が生じる場合は、法面を郷土種等を用いて緑化し、又は擁壁を周辺景観と調和した形態及び素材とするよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	眺

望

景

観

の

保

全
	白地地域等における開発行為その他の土地の形質の変更は、保全対象眺望景観における視点から直接的に見えない場所で行うこと。

やむを得ず視点から望見される場所で行う場合は、出来る限り見えないよう敷地内部や周囲等に計画的に緑地を設置すること。
	
	適・否
	

	
	
	そ

の

他
	敷地内に樹姿又は樹勢の優れた樹木がある場合は、保存又は移植するよう配慮すること。
	
	適・否
	


注　※印の欄は、記入しないでください。
■　景観形成基準チェックシート（土砂の採取及び鉱物の掘採）

	届出者の氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	

	項　　目
	基　　準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	※適否
	※意　　見

	１

共

通

事

項

	基本事項
	行為を行う場合は、県土景観の骨格をなす山河（月山や最上川など）の保全及び調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	周辺景観

との調和
	地域を特徴づける自然景観を有する地域では、これと調和するよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	田園地域では、周辺景観から著しく突出した印象を与えないよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	市街地では、周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みと調和した高さ、位置、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	歴史的な遺産や街並みを有する地域では、建築物又は工作物が地域全体としてまとまりのある高さ、位置及び形態意匠に配慮すること。
	
	適・否
	

	２

個

別

事

項
	(3)

土

石

の

採

取

及

び

鉱

物

の

掘

採
	方

法
	掘採は整然と行い、必要に応じて郷土種等を用いた緑化や塀の設置等により周辺景観との調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	眺

望

景

観

の

保

全
	白地地域等における土石の採取等は、保全対象眺望景観における視点から直接的に見えない場所で行うこと。

やむを得ず視点から望見される場所で行う場合は、出来る限り見えないよう敷地内部や周囲等に計画的に緑地を設置すること。
	
	適・否
	

	
	
	そ

の

他
	跡地は、速やかに郷土種等を用いて周辺の植生と調和した緑化を行うよう配慮すること。
	
	適・否
	


注　※印の欄は、記入しないでください。
■　景観形成基準チェックシート（屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積）
	届出者の氏名
	

	行為の場所
	

	周辺景観の
特性
	

	項　　目
	基　　準
	具体的な配慮又は工夫の内容
	※適否
	※意　　見

	１

共

通

事

項

	基本事項
	行為を行う場合は、県土景観の骨格をなす山河（月山や最上川など）の保全及び調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	周辺景観

との調和
	地域を特徴づける自然景観を有する地域では、これと調和するよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	田園地域では、周辺景観から著しく突出した印象を与えないよう位置、規模、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	市街地では、周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みと調和した高さ、位置、形態意匠及び方法等に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	歴史的な遺産や街並みを有する地域では、建築物又は工作物が地域全体としてまとまりのある高さ、位置及び形態意匠に配慮すること。
	
	適・否
	

	２

個

別

事

項
	(4)

物

件

の

堆

積
	位

置
	道路等の公共空間から見えにくい位置とするよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	規

模
	物件の堆積の高さを可能な限り抑えるよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	方

法
	整然とした物件の堆積を行うよう配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	
	道路等から見えにくいよう遮へいし、その際には植裁の実施、塀の設置等により周辺景観との調和に配慮すること。
	
	適・否
	

	
	
	眺

望

景

観

の

保

全
	白地地域等における物件の堆積は、保全対象眺望景観における視点からの主対象の眺めを著しく阻害しないこと。

また、物件の堆積の高さは、眺望面を超えないようにすること。

やむを得ず眺望面を超える場合は、当該物件の堆積の位置及び規模を保全対象眺望景観全体と調和のとれたものとすること。
	主対象名

視点の位置　　緯度

（※）　　　　経度

　　　　　　　標高

主対象～視点間距離

主対象～視点標高差

堆積物件～視点間距離

堆積物件の高さ

※主対象から建築物等へ結んだ線のうち最も眺望へ影響の大きい線を延長して視点となる道路と交差する点
	適・否
	


注　※印の欄は、記入しないでください。

お問い合わせはこちらへ


　　＜基準・届出制度については＞


山形県県土整備部都市計画課　県土づくり担当　　TEL 023-630-2430　FAX 023-624-4755


＜届出については＞


村山総合支庁建設部建築課　審査指導担当　　　　TEL 023-621-8235　FAX 023-634-9204


　　　最上総合支庁建設部建築課　審査指導担当　　　　TEL 0233-29-1418　FAX 0233-23-1164


　　　置賜総合支庁建設部建築課　審査指導担当　　　　TEL 0238-26-6090　FAX 0238-24-7994


　　　庄内総合支庁建設部建築課　審査指導担当　　　　TEL 0235-66-5642　FAX 0235-66-3898
















































































































































































































































































